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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１６号　２０１７
１　問題の所在
　筆者が高等学校数学科の教員として教壇に立つ中で，
教師から与えられたものだけを学習する受け身な生徒や
学び方を知らない生徒が，年々増えてきている印象があ
る。筆者の置籍校は，選抜制が中位の大学進学や専門学
校への進学などを目指す生徒が多い，徳島県下の普通科
高等学校である。数学に，なかなか学習意欲がもてない
生徒が多いのが現状である。
　こうした数学の授業の実態を見たとき，筆者は生徒が，
何が原因で，いつ頃から数学に対する興味関心が薄れて
いったのか，平成２８年７月に調査した（図１）。その結
果，全校生徒のおよそ７０％の生徒が，数学が嫌いである
と回答していた。また，数学が嫌いと答えた生徒のおよ
そ４０％が，中学校でつまずいていると回答した。つまず
いた単元は，関数や証明が際立って多かった。しかし，
その一方で，数学ができない生徒でも，「小３〜４を学び
直したい。」「ちゃんと解ける力を身につけ，数学を楽し
く学びたい。」「数学だけでなく学び方を学びたい。勉強
の仕方を学びたい。」「高校で何とか克服しようと思って
いる。」のように，わかりたいと思う気持ちがある１）。た
だ，「中学校の数学が分からないのに，高校の数学が分か
るはずがない。」のように，あまりに数学の問題が解けず，
自信を喪失している生徒もいる。また，高等学校での数
学の授業について，「高校の授業は楽しい。」「高校になり，
先生に優しくご指導して頂いて数学が伸びました。」のよ
うに，置籍校での数学の授業に期待している回答もあっ
た。これは，高等学校から数学が好きになったという生
徒が７０名いることと直結している感想である。筆者は，
特に，置籍校の生徒たちが，高校の数学に楽しさを感じ
ている点に注目し，生徒の興味関心を喚起しながらも，
数学的素養や資質・能力を高めていけるような授業を模
索するべきだと考えた。
　一方，筆者は，かねてから，地元でのボランティア活
動として，算数・数学を学びはじめて，まだ日が浅い児
童生徒に，算数・数学の楽しさや不思議さを伝える活動
をしたいと考えていた。そして，平成２８年度の４月よ
り，小学校３年生から中学校３年生を対象とする「算数・
数学教室」を始めた。算数・数学の楽しさや不思議さを
伝えるために，筆者は本学大学院で学んだ，数学的な知
見を主な素材とした。これまでに活用した素材は，重心，
円周角の定理，拡大縮小，折り鶴，メビウスの輪，２次
曲線である。「算数・数学教室」では，これらの学習を終
えるたびに，小学校１年から数学Ⅲまでの学習単元を一
覧表にした「学びの年表」（巻末参考資料）を活用して，
学習内容のつながりをとらえる時間を作った。また，毎
回の学習を各自で振り返り，「振り返りカード」に記録す
るようにした。さらに筆者は，「算数・数学教室」に参加
している児童生徒の反応や感想を活用して，置籍校の高
校生が，数学を学ぶための有効なアプローチを学び取っ
ていく機会を創出しようとした。その結果，驚いたこと
に，「算数・数学教室」での小学生・中学生の疑問は，高
校生にも通じるものが多くあり，高校生を対象とした学
習指導を計画する際に，大きなヒントになった。
　筆者は，特に，置籍校の生徒たちが，高校の数学に楽
しさを感じている点に注目し，生徒の興味関心を喚起し
ながらも，数学的素養や資質・能力を高めていけるよう
な授業を模索するべきだと考えた。そこで，置籍校の生
徒が持っている，学び直したい思いを活かしながら，置
籍校の現状を改善しようとする際に，目指すべき視点を
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図１　置籍校アンケート結果
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３つ設けることにした。
１　生徒に意欲を持たせること
２　身近に数学が使える場面があることを実感させるこ
と
３　既習の学習内容の上に，今の学習内容があることを
実感させること
　これらの視点は，高大接続システム改革会議最終報告
の，義務教育段階の学習内容の学び直しの必要性２）や，教
育課程企画特別部会論点整理の，学習する楽しさや学習
する意義の実感などについてさらなる充実が求められ
る３）ことにも直結している。
　そのため，本研究では，生徒が手を動かしたり，模型
を作ったりする過程で探究し，学んだ数学との関連性を
実感できるような授業を目指すことにした。本論文では，
「算数・数学教室」の実践の１つである，２次曲線を取
り上げ，これを数学Ⅲの指導につなげ，筆者自身の教材
に対する学びをさらに活性化したいと考えた。
２　研究のねらい
　本研究のねらいは，高校生を対象とした本授業を実践
し，作業を伴う学習が，生徒の数学的な理解を補完する
ことにつながることを，実証的に検証することである。
扱う学習単元は，数学Ⅲの２次曲線である。「算数・数学
教室」で２次曲線を指導するときは，紙を折ることで見
えてくる数学的な図形を発見することに焦点をあててい
た。小中学生が紙を折る体験をしたとき，小学校３年生
でも，規則にしたがって折ると，図形が見えてくること
に感動し，なぜこのような図形が見えてくるのか，発見
した内容の不思議さに思いをはせていた。そこで，小中
学生に分かりやすい説明がないかと考え，折ることで見
える線対称な図形の性質を活用して，根拠を考える指導
を実施した。この指導の経験から，数学Ⅲの指導でも，
紙を折って考えることが，置籍校の生徒を対象とした指
導の仕方のヒントとなり，土台となった。
　本授業は，高校生を対象にして，紙を決められた規則
にしたがって折ることで見えてくる図形を発見するとと
もに，なぜそのような図形が見えるのか，数学的に考察
する授業を計画した。対象学年は高等学校３年（理系ク
ラス）である。
３　本研究で扱う教材
　長方形のメモ用紙と，そこから切り出した円を生徒に
配布し，それらの紙を，⑴〜⑶のそれぞれの条件にした
がって，紙を折る。　
⑴　放物線
　長方形の紙ABCDの，中央より下方に点Eをとる（図
２）。次に，長方形の紙の
下辺BCが，点Eに接する
ように，場所を変えて何度
も紙を折る。多くの折り目
をつくると，放物線が見え
てくる。
　数学Ⅲの教科書を参照す
ると，放物線の定義は図３
の通りである。図２の長方
形の紙と対応させると，点Eが焦点，辺BCが準線である。
⑵　楕円
　円形の紙の中心をGとし，
円の紙の中に，中心G以外
に点Hをとる（図４）。次
に，円周が，点Hに接する
ように，場所を変えて何度
も紙を折る。多くの折り目
をつくると，楕円が見えて
くる。
　数学Ⅲの教科書を参照すると，楕円の定義は図５の通
りである。図４の２点G，Hが，楕円の焦点である。
⑶　双曲線
　長方形の紙IJKLの中央より少しずらしたところに，円
Mをかく，円Mの外側に任意に点Nをとる（図６）。点
Nが，円Mの円周上に重なるように，場所を変えて何度
も紙を折る。多くの折り目をつくると，双曲線が見えて
くる。
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図２　放物線の折り方
図３　放物線の定義（数学Ⅲ ｐ .３４　数研出版）
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図４　楕円の折り方
図５　楕円の定義（数学Ⅲ ｐ .３６　数研出版）
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　数学Ⅲの教科書を参照
すると，双曲線の定義は
次の通りである（図７）。
図６の２点M，Nが，双
曲線の焦点である。
４　本授業の学習指導計画の概要
　本授業では，２時間の数学Ⅲの学習指導計画を作成し
た。その際，数学Ⅲを入試科目にする生徒があまりいな
い徳島県立普通科高校を対象とした学習指導計画になる
ようにした。以下に学習指導計画の概要を示す。
＜第１時＞
⑴　長方形の紙を生徒に配布し，３章の⑴（以下，３⑴）
の作業を指示する。生徒は紙を折る作業を通して，曲
線を見いだし，放物線ではないかと考える。
⑵　円の紙を生徒に配布し，３⑵の作業を指示する。生
徒は紙を折る作業を通して，曲線を見いだし，楕円で
はないかと考える。
⑶　なぜ，３⑴の作業で放物線が見えるのか，考えるよ
うに指示する。わからない生徒が多くいると予想され
るので，教科書の放物線の定義を確認させる。その上
で，長方形ABCDの辺BCが準線となっていること，
点Eが焦点になっていること，３⑴の作業が放物線の
定義通りになっていることを確認する（図８）。
⑷　なぜ，３⑵の作
業で楕円が見える
のか，考えるよう
に指示する。わか
らない生徒が多く
いると予想される
ので，教科書の楕
円の定義を確認さ
せる。そして，２
点G，Hが焦点で
あることを理解す
る。しかし，紙の折り方は楕円の定義通りでないので，
混乱する生徒がいる。そこで，線対称な図形の性質を
利用し，初等幾何を用いて，なぜ焦点G，Hからの距
離の和が一定になっているかを各自で証明する（図９）。
⑸　紐と画鋲を使っ
て，楕円の定義に
したがって楕円が
かけることを確認
する（図１０）。
＜第２時＞
⑹　なぜ，３⑶の作
業で双曲線が見え
るのか，考えるよ
うに指示する。わ
からない生徒が多
くいると予想され
るので，教科書の
双曲線の定義を確
認させる。そして，
２点M，Nが焦点
であることを理解
する。しかし，紙
の折り方は双曲線
の定義通りでないので，混乱する生徒がいる。そこで，
線対称な図形の性質を利用し，初等幾何を用いて，な
ぜ焦点M，Nからの距離の差が一定になっているかを，
グループになって証明する（図１１）。
⑺　教科書の表紙の写真を見せ，長ネギやアイスクリー
ムのコーンを平面で切断したときの切り口に，放物線
や楕円，双曲線があらわれることを説明し，身近なと
ころに２次曲線があることを伝える。
⑻　２時間の授業を振り返る。また，学びの年表を使っ
て，小学校からの学習の関連も捉える。
５　本授業の実際
　本授業は前章の学習指導計画のうち，第１時だけを，
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図６　双曲線の折り方
図７　双曲線の定義（数学Ⅲ ｐ .４２　数研出版）
図８　作業３⑴の確認
図９　作業３⑵の確認
図１０　楕円の作業の確認
図１１　作業３⑶の確認
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筆者の置籍校である徳島県立普通科高校で実施した。以
下に，前章で示した指導の流れに沿って，授業の実際を
示す。
　実施時期　平成２８年１１月２１日
　対象生徒　高校３年理系コース　３４名
⑴　B６サイズ長方形の紙を生徒に配布し，「好きなとこ
ろに点Eをとり，辺BCが点Eに重なるように折り目
をつけてみよう。」と発問した。生徒の中には，辺BC
以外で折り目をつけて失敗する生徒，点Eの位置を少
し変えてやり直したい生徒がいた。間違えた折り方を
した生徒には，やり直したいという申し出に応じて新
しい紙を渡した。折る作業の中で，学び合いが起きて
いた。「折り方が間違っている。」「線をなぞったほうが
より分かりやすい。」「なんか見えてきたことない？」
などの発言があった。何が発見できるかを，自分の言
葉で生徒が伝え合いながら，作業に取り組んでいた。
一方で，人に頼らず，自分の力で何とか見つけたいと
いう気持ちで一生懸命折る作業に取り組んでいる生徒
もいた。折る，という単純な分かりやすい作業を通し
て，新しい発見につながる楽しみに，わくわくする気
持ちが芽生えているのが，生徒の様子からうかがえた。
　　何度も折る作業を続けていた数名の生徒が，形が見
えてきたことに気づいた。そこで，２人の生徒を指名
し，黒板で実演させた。この生徒は見えてきた図形に
ついて，「放物線が見えてきたと思う。」と自分の予測
を発表した。この予測に対して，「おおー」「なるほど」
という声が上がった。まだ，よくわかっていなかった
生徒も，自分の紙も放物線が見えるまで折り続けてい
た。
⑵　次に，コンパスで円をかき，それを筆者が切り抜い
てつくった円の紙を配る。生徒にはこの円の中心が見
えているので，「中心G以外の好きなところに点Hを
取ってください。そして，円周が点Hに重なるように
紙を折ってみよう。」と発問した。先ほどの作業で放物
線を発見したことが刺激になったようで，今回も何が
見えるのかという，わくわくした気持ちで，生徒は折
る作業に取り組んだ。中には点Hの位置を変えたいと
いう生徒がいて，さらに新しい円の紙を渡した。その
うちに数名の生徒が「形が見えてくる。」と発言したの
で，そのうちの１人の生徒を指名し，黒板で実演させ
た。この生徒は「楕円では？」と自分の予測を発表し
た。「楕円という言葉，久しぶりに聞いた。」「なんで楕
円になるん？」「（実演を見て，点G，Hのとり方に着
目して）あそこらへんに点取ったらきれいな楕円でき
るんやな！」という反応があった。また，うまく折れ
ずに楕円が見いだせなかった悔しそうな顔が印象的な
生徒もいた。「なんで，なんで？」と疑問に感じた生徒
たちの反応が多く見られ，なぜ楕円なのかを確かめて
いくことに興味が
集中していた。
⑶　数学Ⅲの教科書
を見て，放物線の
定義を確認する。
　　準線，焦点とい
う定義を確認する
と，実際に行った
作業を通して，「基準になる線だから準線か！」「そこ
に合わせていくから焦点！」「漢字の意味と，俺らが
やった作業の内容がつながっとるな。」のように，嬉し
さを感じている発言もあった。そして，放物線が見え
てきた長方形の紙に，定義をかき込み，定義と折る作
業を照らし合わせるように指示した（図１２）。次に，
たくさんある折り目のうち，１本を選んで，鉛筆やボー
ルペンでなぞるように指示した。長方形の紙に，生徒
はx軸，y軸，P（x，y），F（０，p），H（x，－y）を
かき込み，折った作業を対応させていった。なぜここ
を点Pとおくのか，腑に落ちた生徒もいた。「Pは動
いていく点をおいたんやな。」という言葉が聞こえてき
た。軌跡の学習と似ていることに気づく生徒もいた。
その作業を，PF＝PHなどと，式で表現していく過程
で，いつの間にか教科書と同じ式を，自分でかいてい
ることに気づき始めた。しかも自分がかいた式が，放
物線の定義通りになっていることにも気づき，見えて
きた図形が放物線であることが確認できた。折る作業
が放物線の定義に直結していること，自力で折る作業
を分析できたことなどに，感動している生徒が多く見
られた。自分が折った紙に直接，座標軸や点の座標を
かき込むという作業は，生徒にとって初めての体験で
あったが，普段あまりノートをとらない生徒も，一生
懸命にかき込んでいた。この作業を通して，座標軸や
点の座標の意味を再確認した生徒もいた。彼らの活動
を通して，関数が苦手で，座標の意味もわかっていな
い生徒には，１㎝ ぐらいのマス目がある方眼紙を利用
すれば，より有効な学びにつながることも感じた。
⑷　数学Ⅲの教科書を見て，楕円の定義を確認する。そ
して，楕円が見えてきた円の紙に定義をかき込み，定
義と折る作業を照らし合わせるように，指示した（図
１３）。次に，たくさんある折り目のうち，１本を鉛筆
やボールペンでなぞるように指示した。生徒は円の紙
に，x軸，y軸，F（c，０），F’（－c，０），P（x，y），
Q，円の半径２aをかき込んでいった。「PかQどちら
を（x，y）とおけばいいのか？」と，生徒同士で議論
が始まっていた。「楕円をかくのに関係している方だか
らPでは？」という発言に「なるほど！」という反応
もあった。「ほな，Qはどうするん？」「さっきの放物
線の時みたいに，楕円上にある点を（x，y）っておい
図１２　生徒の作業（放物線）
－１２７－
高等学校数学での学びを活性化する教材開発と授業改善の方策　－－地域の小・中学生を対象とする算数・数学教室での実践を通して－－
たらいけるんちゃうん？」これも生徒同士で議論して
いた。どちらの点を（x，y）とおいたらよいのか，と
らえ始めている生徒もいた。x軸，y軸のかき込みはス
ムーズだった。「ここはやっぱり焦点よな？」「楕円の
場合は準線はないんかな。この場合は，円周を準線と
呼ぶんか？」といった意見も出てきた。
　　さらに，
　　PF＋PF’＝PF’＋PQ＝２a
　の式をかく中で，生徒は，教科書と同じ式が導けたこ
とに驚いていた。放物線のときと同様に，生徒は条件
を立式し，折る作業について考察する中で，いつの間
にか教科書にある式を自力でかいていたり，定義通り
になっていることに驚いたり，楕円の定義が確認でき
たことに感動している生徒がいた。楕円の定義につい
ては，初等幾何も使わなければ確認できないが，生徒
は自分が持っている知識を駆使して，解決していた。
　　最後に，改めて，放物線と楕円の教科書の定義と，
折った紙を照らし合わせた。放物線については，平面
上で定点Fからの距離と，Fを通らない定直線からの
距離が等しい点の軌跡を放物線といい，この点Fを焦
点，直線を準線ということを確認した。また楕円につ
いては２定点F，F’からの距離の和が一定である点の
軌跡を楕円といい，この２定点F，F’を楕円の焦点と
いうことを確認した。最後に本授業の感想をかくよう
に指示した。
⑸　学習指導計画では，和が一定の楕円の作図（図１０）を
計画していたが，実際にはそこまで実践することがで
きなかった。
６　本授業の分析
　本授業は１時間しか実施できなかったが，授業後に，
自由記述でこの１時間の振り返りをする時間をとった。
本授業を通して生徒が実感したことがらを，以下に示す。
「長方形の紙を折るだけで放物線がでてくるのはすごい
と思った。」
　「点や円だけで放物線や楕円ができることを学べてよ
かった。またやってみたい。」
　「焦点という言葉を学び直せた。」
　「最初は何をやっているかわからなかったけど，数学と
のつながりを見つけることができた。」
　「１つのきまりに沿って折ったら曲線ができた。」
　「五角形や六角形で折ってみたらどうなるか調べてみ
たい。」
　「円に一つの点をつけると楕円ができて驚いた。」
　「少しずつ折っていくと発見があって楽しい！」
　「違う向きの直線をいくつもつくると曲線になってい
くのが分かった。」
　「考えることは楽しい。円の紙を折るとなぜ楕円になる
か分からなかったが，理解できたときとてもすっきりし
た。」
　「身近にある紙をある決まりに従って折ると，曲線が生
まれることは大きな発見だ。」
　このクラスは理系クラスであるが，数学が得意な生徒
はそれほどいない状況である。普段の授業では，まじめ
に取り組むものの，理解に時間がかかり，定着の程度も
決してよい状況ではない。それでも２学期末考査の試験
に，放物線や楕円を出題したところ，本授業を実施した
クラスの放物線と楕円に関する正答率がかなり高かった。
１つの視点ではあるが，体験を通して定義を確認し，理
解を深めたことで，約１か月後の定期考査でも，生徒が
的確に解答できた。このことから，生徒の中に大きな学
びの定着の効果があると考えた。
　また，本授業を参観した置籍校の数学科教員は，作業
を伴って理解を深めていくような，本授業のよさを感じ，
数学を身近に感じる教材を取り入れることのよさを感じ
取っていた。たった１時間の授業であったが，学びの広
がりを実感した，貴重な授業となった。
　このように，具体的な作業や具体物を通して，数学Ⅲ
で学習する２次曲線の理解を深められることがわかった。
本授業の指導計画の立案や教材研究は，筆者が小中学生
を対象に，２週に１回実施してきている地域密着型の学
習である「算数・数学教室」に端を発している。
　「算数・数学教室」は，小学校３年生から中学校３年生
までが混在する１４名の学習の場である。ここでは，そ
れぞれの学年で学習している内容を復習したり予習した
りするのではなく，算数・数学に興味をもってもらうよ
うな学習の場である。
そこで行った２次曲線
の学習指導（平成２８年
１１月５日）では，本
授業と同様に，紙を利
用して放物線と楕円を
浮き出させる作業を
行った。放物線が見い
図１３　生徒の作業（楕円）
図１４　高校での学びの指導
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だされたときは，
焦点と準線の説明
をし，さらに放物
線は中学校３年生
や数学Ⅰで学習す
ることを伝える
（図１４）とともに，
学びの年表を用い
て，これまでの自分の
学習と，これからの学
習の見通しをとらえさ
せた（図１５）。また，
消しゴムなどを投げて
できる軌跡が放物線で
あることも伝えた。楕
円については，焦点の
定義をした後，数学Ⅲ
で学習することを，学
びの年表で確認した。
以下に示すように，児
童生徒の興味関心はとても高かった。児童生徒の反応を
振り返りカードを元に記述する（図１６）。
（小３）「点に向かっておったり，点を円に合わせておっ
たりすると，両方とも楕円や山ができたのがすごかっ
た。」
（小３）「二つの山ができるのがすごい！」
（小４）「楕円という言葉はきいたことがあるが，放物線，
双曲線という言葉を初めて知った。」
（小５）「まだ分からないことがいっぱいだけれど，今日
習ったことを生かせれたらいいなと思います。」
（小６）「本格的に中学校の数学の勉強に取り組んでいる。
グラフの形を中学校の参考書で見ていた。焦点，放物線，
双曲線について知ることができた。」
（中１）「図形の性質について知ることができた。」
（中３）「１つの点に接する直線をたくさん集めるなかで，
グラフを見つけることができた。３つ目の作業では，ど
んなグラフになるのか考えるのが楽しかったです。」
　筆者は，彼らのこうした反応を発端に，この学習が高
校生にも活用できるのではないか，と考えた。また，小
中学生の反応と本授業の高校３年の生徒の反応は，ほぼ
一致していることが特徴的である。先行して知識を児童
生徒に提供するのではなく，数学の不思議さや身近にあ
る数学を意識させることを目的とする学習であれば，「算
数・数学教室」のような教育の重要性も見えてくると考
えている。また，こうした学びは，学齢に左右されずに
実践できる実感を持った。
７　おわりに
　筆者は「算数・数学教室」や本授業における児童生徒
の反応をじかに感じる中で，具体物を用いて考えたり，
作業したりして見えることがらを考察するような学習の
重要性を感じた。また筆者は，学習者が，身近に数学が
あることを発見させるような授業を計画する必要性にも
気づいた。
　本研究では，１時間目の授業しかできなかったが，今
後は，学習指導計画に沿って，２時間を連続して実践し
て，生徒の反応を捉えてみる必要がある。また，本授業
では，折った線が２次曲線の接線になっていることにつ
いて触れなかった。接線になることにも触れる学習指導
も考えれば，微分の学習との関連も図った授業が期待で
きる。このような視点も加味して，学習指導案を改訂す
る。その際には，図１７のような，方眼の長方形の紙に，
たとえば２点E（０，２）とR（４，２）　を与える。そして，
「点Rを通る接線の方程式を求めよ。」「焦点を点Eとす
る放物線の方程式を求めよ。」といった作問をさせるよう
な課題も与えていきたいと考えている。
　最後になりましたが，本論文を進めるにあたり，温か
いご配慮を下さった小松島高等学校の細川眞文校長先生，
ご協力を頂いた数学科教員をはじめとする置籍校教員の
皆様に，心から感謝致します。
註
１）筆者は，置籍校でH２８年８月に「学びの年表」を用
いた夏休み補習を４回行った。参加者は，算数からつ
まずいている就職希望生１５名である。生徒は，「こん
なところから聞いていいんかな？恥ずかしいな。」と言
いながら質問していた。一人が質問し始めると他の生
徒もどんどん聞いてくる場面が多く見られた。彼らか
図１５　学びの年表の確認
図１６　振り返りカード
図１７　生徒に与える問題づくりの例
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らの質問は，比例，割合，食塩水の濃度，速さ，三平
方の定理の内容が多かったが，他にも，分数・小数の
計算，因数分解，図形，分数の入った方程式・不等式
などの質問もあった。彼らの会話の中には，
　・勉強の仕方を学びたい。
　・楽しく学んだ経験が乏しい。
　・わかる楽しさを味わいたい。
　といった内容があった。
２）高大接続システム改革会議「最終報告」（pp．４－５，
pp．１４－１５）には，次のような学び直しに関する指
摘がある。
○　高等学校については，中学校卒業後約９９％の生徒が，
多様な高校入試を経て多様な設置形態を持つ高等学校
等に進学している。この状況の中で，生徒の興味・関
心，能力・適性等の多様化に対応して，義務教育段階
の学び直しや，グローバル化への対応，高い専門性の
育成に取り組むなど，各校の特性に基づいて魅力ある
学びを創出する取組が進められている。
　　その一方で，「学力の３要素」を踏まえた指導が十分
浸透していないことが課題として指摘されており，そ
の背景として，現状の大学入学者選抜では，知識の暗
記・再生や暗記した解法パターンの適用の評価に偏り
がちであること，一部のAO入試や推薦入試において
は，いわゆる「学力不問」と揶揄されるような状況も
生じていることなども指摘されている。
　　高校生の中には，高等学校卒業時点で必要な「学力
の３要素」を十分に身に付けない状態で社会に出たり，
大学をはじめとする高等教育機関に進学したりする者
もおり，その後の学習や活動に支障を来す場合がある
ことが大きな課題となっている。
○　このような中で，教員一人一人には，以下のような
視点に立って，自ら指導方法を不断に見直し，改善し
ていくことが求められる。
ⅰ　習得・活用・探究という学習プロセスの中で，問題
発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現でき
ているかどうか
ⅱ　他者との協働や外界との相互作用を通じて，自らの
考えを広げ深める，対話的な学びの過程が実現できて
いるかどうか
ⅲ　子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み，自ら
の学習活動を振り返って次につなげる，主体的な学び
の過程が実現できているかどうか
３）　教育課程企画特別部会論点整理（pp．３７－３８）　
には，次のような指摘がある。
④算数，数学
○　算数科，数学科においては，発達の段階に応じて，
算数的活動・数学的活動を充実させ，基礎的・基本的
な知識・技能を確実に身に付け，数学的な思考力・表
現力を育て，学ぶ意欲を高めること等に重点を置いて，
現行の学習指導要領に改訂され，その充実が図られて
きているところである。
○　一方で，学習する楽しさや学習する意義の実感等に
ついては，更なる充実が求められるところである。数
量や図形に関する知識や技能は，生活や学習の基盤と
なるものであり，また，数学的な思考力等は，根拠に
基づき考察を深めたり意思決定を行ったりするために
欠かせない力である。
○　子供たちがこうした算数・数学の良さを認識し，学
ぶ楽しさや意義等を実感できるよう，次期改訂に向け
ては，幼児期に育まれた数量・図形への関心・感覚等
の基礎の上に，小・中・高等学校教育を通じて育成す
べき資質・能力を，三つの柱に沿って明確化し，各学
校段階を通じて，実社会との関わりを意識した算数的
活動・数学的活動の充実等を図っていくことが求めら
れる。
○　また，社会生活などの様々な場面において必要な
データを収集して分析し，その傾向を踏まえて課題を
解決したり意思決定をしたりすることが求められてお
り，そのような能力を育成するため，高等学校情報科
等との関連も図りつつ，小・中・高等学校教育を通じ
て統計的な内容等の改善について検討していくことが
必要である。
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算数・数学　学びの年表
中学校　第１学年小学校　第５〜６学年小学校　第３〜４学年小学校　第１〜２学年
○正の数・負の数
・正負の数の意味
・数の集合と四則
・正負の数の四則計算
・正負の数の利用
○文字を用いた式
・乗法と除法の表し方
・１次式の加減計算
・文字を用いた式に表す
（不等式を用いた表現）
○１元１次方程式
・方程式とその解の意味
・等式の性質と１次方程式の
解法
・１次方程式の活用（比例式）
数
と
式
５年
・整数と小数の位取りのまと
め
・偶数，奇数，倍数，約数
・小数×÷小数
・分数と小数，整数の関係
・商としての分数の意味
・異分母分数の加減計算
・分数×÷整数
６年
・分数×÷分数
・整数，分数，小数の混合計
算
３年
・億までの数
・３，４位数±３，４位数
・１，２位数×１，２位数
・九九１回適用の除法
・小数の意味と表し方
（小数第１位）
・小数の加減計算
４年
・億，兆におよぶ数
・３位数×３位数
・２，３位数÷１〜３位数
・概数の意味と計算
・小数の拡張と加減計算
・小数÷整数
・真分数，仮分数，帯分数
・同分母分数の加減計算
１年
・１００までの数
・簡単な３位数（１２０程度）
・１位数＋１位数＝２位数と
逆の減法
・簡単な２位数の加減計算
２年
・１００００までの数
・２位数＋１，２数＝３位数と
その逆の減法
・簡単な３位数の加減計算
・乗法の意味
・かけ算九九
・簡単な２位数×１位数
・簡単な分数
数
と
計
算
○平面図形
・基本的な作図方法とその活
用
・図形の移動
○空間図形
・直線や平面の位置関係
・空間図形の構成と平面上の
表現
・基本的な図形の計量
図
形
５年
・平行四辺形や三角形の面積
・体積の単位（㎤，㎥）
・直方体，立方体の体積
・測定値の平均
・単位量当たりの考え
６年
・円，概形の面積
・角柱，円柱の体積
・速さ
・メートル法の仕組み
３年
・長さの単位（㎞）
・重さの単位（g，kg，t）
・時間の単位（秒）
・時間，時刻の求め方
４年
・面積の単位
（㎠，㎡，㎢，a，ha）
・長方形，正方形の面積
・角度の単位（°）
１年
・長さ，面積，容積の比較
・時計の読み方
２年
・長さの単位（㎝，㎜，m）
・液量の単位（dL，L，mL）
・時間の単位（日，時，分）
量
と
測
定
○比例・反比例
・関数関係の意味
・比例・反比例の意味
・座標の意味
・比例・反比例の表，式，グ
ラフ
・比例・反比例を用いること
関
数
５年
・多角形や正多角形
・三角形や四角形の合同
・円周率と円周の長さ
・角柱，円柱，見取図，展開
図
６年
・線対称，点対称
・拡大図，縮図
３年
・円，球
・二等辺三角形，正三角形
・角
４年
・垂直，平行
・台形，平行四辺形，ひし形
・直方体，立方体
１年
・平面図形，立体図形の観察，
分解，構成
２年
・三角形，四角形，長方形，
正方形，直角三角形
・箱の形
図
形
○資料の散らばりと代表値
・ヒストグラムや代表値の必
要性と意味
・ヒストグラムや代表値を用
いること
資
料
の
活
用
５年
・比例の定義
・２つの数量の関係の□や△
を使った式表現
・割合，円グラフ，帯グラフ
６年
・文字を用いた式
・比，比例と反比例
・資料の平均と散らばり
・並べ方，組み合せ
３年
・除法の場面の式表現
・□を使った式
・棒グラフ，表
４年
・四則混合の計算と計算順序
・２つの数量の関係の□や△
を使った式表現
・折れ線グラフ，二次元表
１年
・加減の場面の式表現
２年
・加減法の相互関係
・＞，＜を使った数量や式の
大小関係の表現
・（　）の意味と加減法
・簡単なグラフ
数
量
関
係
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高等学校　数Ⅲ高等学校　数Ⅱ高等学校　数Ⅰ中学校　第３学年中学校　第２学年
○平面状の曲線と複
素数平面
◇平面状の曲線
・直交座標による表示
・媒介変数による表示
・極座標による表示
◇複素数平面
・複素数の図表示
・ド・モアブルの定理
○極限
◇数列とその極限
・数列の極限
・無限等比級数の和
◇関数とその極限
・分数関数と無理関数
・合成関数と逆関数
・関数値の極限
○微分法
◇導関数
・関数の和・差・積・
商の導関数
・合成関数の導関数
◇導関数の応用
○積分法
◇不定積分と定積分
◇積分の応用
○いろいろな式
◇式と証明
◇高次方程式
○図形と方程式
◇直線と円
・点と直線，円の方程
式
◇軌跡と領域
○三角関数
◇角の拡張
◇三角関数
・三角関数とそのグラ
フ
・三角関数の基本的性
質
◇三角関数の加法定
理
○指数対数・対数関数
◇指数関数
・指数の拡張
・指数関数とそのグラ
フ
◇対数関数
・対数
・対数関数とそのグラ
フ
○微分・積分の考え
◇微分の考え
・微分関数と導関数
・導関数の応用
◇積分の考え
・不定積分と定積分
・面積
○数と式
◇数と集合
・実数
・集合
◇式
・式の展開と因数分解
・１次不等式
○図形と計量
◇三角比
・鋭角の三角比
・鈍角の三角比
・正弦定理・余弦定理
◇図形の計量
○２次関数
◇２次関数とそのグ
ラフ
◇２次関数の値の変
化
・２次関数の最大最小
・２次方程式・２次不
等式
○データの分析
◇データの散らばり
◇データの相関
○平方根
・平方根の必要性と意味
・平方根を含む式の計算
・平方根を用いること
○式の展開と因数分解
・単項式と多項式の乗除計算
・簡単な式の展開や因数分解
・文字を用いた式でとらえ説
明すること
○２次方程式
・２次方程式とその解の意味
・因数分解や平方完成して２
次方程式を解くこと
・解の公式を用いて２次方程
式を解くこと
・２次方程式を活用すること
○文字を用いた式の四則計算
・簡単な整式の加減および単
項式の乗除計算
・文字を用いた式で表したり
読み取ったりすること
○連立２元１次方程式
・２元１次方程式とその解の
意味
・連立方程式とその解の意味
・連立方程式を解くことを活
用すること
○図形の相似
・平面図形の相似と三角形の
相似条件，基本的な性質，
平行線と線分の比
・相似な図形と相似比，面積
比，体積比の関係と性質の
活用
○円周角と中心角
・円周角と中心角の関係，証
明，活用と関係の活用
○三方の定理
・三平方の定理の証明，活用
○平面図形と平行線の性質
・平行線や角の性質
・多角形の角についての性質
○図形の合同
・平面図形の合同と三角形の
合同条件
・三角形や平行四辺形の基本
的な性質
高等学校　数学活用高等学校　数学B高等学校　数学A
○数学と人間の活動
◇数や図形と人間の
活動
◇遊びの中の数学
○社会生活における
数理的な考察
◇社会生活と数学
◇数学的な表現の工
夫
◇データの分析
○確率分布と統計的
な推測
◇確率分布
◇正規分布
◇統計的な推測
○数列
◇数列とその和
・等差数列と等比数列
・いろいろな数列
◇漸化式と数学的帰
納法
・漸化式と数列
・数学的帰納法
○ベクトル
◇平面上のベクトル
・ベクトルとその演算
・ベクトルの内積
◇空間座標とベクト
ル
○場合の数と確率
◇場合の数
・数え上げの原則
・順列・組合せ
◇確率
・確率とその基本的な
法則
・独立な試行と確率
・条件付き確率
○整数の性質
◇約数と倍数
◇ユークリッドの互
除法
◇整数の性質の活用
○図形の性質
◇平面図形
・三角形の性質
・円の性質・作図
◇空間図形
○関数y＝ax２
・事象と関数y＝ax２
・関数y＝ax２の表，式，グ
ラフ
・関数y＝ax２を用いること
・いろいろな事象と関数
○１次関数
・事象と１次関数
・１次関数の表，式，グラフ
・２元１次方程式と関数
・１次関数を用いること
○標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本調査を行うこと
○確率
・確率の必要性と意味及び確
率の求め方
・確率を求めること
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